
本日のめあては、「たばこから自分やみんなの健康を守るアドバイザーになろ
う」です。アドバイザーとは、助言をする人です。本時の学びを生かして、アド
バイスができるようになるよう、学んでいきましょう。



今日の学びは全部で５つです。



授業の後半に①から③の例にどんなアドバイスをするか考えます。ただ「健康に悪
いですよ」ではなく、具体的にアドバイスできるように学習しましょう。





小学校で喫煙について学んだとき、こんな画像も見ましたね。
実際にどのような状態になるのかこれから一緒に体験してみましょう。



慢性影響とは、長期間にわたる喫煙の影響のことです。



画像に千葉市公式Youtubeへのリンクを設定してあります。
https://youtu.be/y3FWBMTumic

【解説】

健康な人の肺は、表面が滑らかで、色が明るい。喫煙している人の肺は、全体的に
黒く、一部真っ白になっていて、でこぼこしています。白いところは肺がんです。
でこぼこしているところはCOPD,慢性閉塞性肺疾患のうち肺気腫（本来の肺構造が
破壊されて空気がたまってしまい、うまく息が吐けなくなる病気）です。

健康な肺がよく膨らむのに対し、喫煙者の肺は弱々しくゆっくり膨らみます。また、
喫煙者の肺は健康な肺より少し遅れてしぼみ、呼吸の間に完全にしぼむことができ
ません。
最後には、息を吸いづらくなって、呼吸が苦しくなることを体験します。
喫煙による健康への影響の一つである、COPD,慢性閉塞性肺疾患は、呼吸がしづら
くなる病気です。
たばこの入っていた容器はタール瓶といいます。これは、1日半箱吸う喫煙者の肺が、
1年の間に肺に取り込む発がん性物質の量を示しています

https://youtu.be/y3FWBMTumic


動画が終わった後に、「皆さんどんなことに気づきましたか？」と生徒に問いか
ける
15秒程自分で考えてもらい、１ ~２人発表させる

発表例
・息が吸えない感じ、呼吸が苦しくなった。この状態で運動するのは大変そう。
・健康な人の肺と比べて、喫煙している人の肺は全体的に黒く、一部白くなって
いて、ぼこっと膨らんでいるところがあった

・健康な人の肺は呼吸での動きが分かったけど、喫煙している人の肺はわかりづ
らかった。肺の動きが悪くなっているのかな

・たばこが浸かっていた液体は黒く、喫煙している人の肺も黒かったから、たば
この黒い物質が肺に溜まっていると思う



喫煙後に血流量がこのように変化するのは、なぜだろう。





「血管を収縮させる」とは、血管が縮まる、ということです。
「発がん性物質」とは、がんの原因になる、ということです。
「酸素の運搬能力を低下させる」とは、体が酸素不足になるということです。
血管の収縮や酸素の運搬能力の低下など、喫煙してすぐ現れる影響は急性影響とい
います



たばこを吸うことで現れる症状は、こんなにあります。たばこに含まれる有害物質
（ニコチン・タール・一酸化炭素等）が、血管や心臓に影響して現れる症状です。

思考能力の低下、運動能力の低下等皆さんの学校生活に大きく影響するものもあり
ます。



喫煙をやめられず長期間続けると、様々な部位のがんをはじめ、慢性閉塞性肺疾
患（COPD）、心臓病、脳卒中などの病気にかかりやすくなり、これを慢性影響
といいます。がんや脳卒中など、どれも命に係わる病気です。
妊娠・出産に影響がある、とはどのような事でしょうか？それは、たばこの有害
物質が血流にのっておなかにいる子に伝わり、早くに生まれたり、小さく生まれ
てしまうことがある、ということです。
さっき動画で体験したCOPDも出てきましたね





これは、喫煙開始年齢と死亡率の関係を示しています。喫煙開始年齢が早く、若い
ほど心身の発育や発達に影響するとともに依存度も高くなり、結果、喫煙する期間
も長くなります。１５歳から１９歳の間にたばこを吸い始めると、吸わない人と比
べて死亡率が５．５倍高まります。



たばこは、２０歳未満の人への影響が大きいことがわかりました。国や地方公共団
体は、２０歳未満の人が喫煙しないためにどのような対策をしているでしょうか。



20歳未満の者の喫煙の禁止に関する法律があります。







受動喫煙とは、この言葉の通り、喫煙する人のたばこの煙を、喫煙者以外の周りの
人が吸いこんでしまうことを言います。





受動喫煙による死亡者数は年間１ .５万人存在し、交通事故の６倍とも言われてい
ます。



たばこの煙に含まれる化学物質はなんと５ ,３００種類とも言われ、
その煙は無風状態でも７メートル、風があると２５メートル先まで届くと言われて
いますし、
３次喫煙と呼ばれていますが、喫煙後の呼気、喫煙中に座っていたソファ・カーテ
ンにも付着し再拡散されます。





受動喫煙のない社会を目指して、今、私ができることはどんなことですか。（生
徒に答えを求めない投げかけ）



国民の健康づくり・病気の予防を積極的に行うために定められた法律です。2018年
に改正され、望まない受動喫煙をなくすことなどが定められました。（第2条には
国民が自ら健康づくりに取り組むことを国民の責務としています。）







15秒待って、１ ~２人発表させる

・受けるようなところ（喫煙所、吸えるお店）にはいかない
・吸っている人には近づかない
・周りで吸っている人がいたらやめてという
・吸っている人自身も受動喫煙を受けているのではないか、やっぱり喫煙しない
方が良いのでは 等…





本時のめあては、「たばこから自分やみんなの健康を守るアドバイザーになろう」
です。状況別の番号を選んで、アドバイザーとしてアドバイスをしてみましょう。



ワークシートに書いてみましょう



禁煙外来を行っている千葉市の医師から皆さんへメッセージがあります。
「若ければ若いほど、あっという間にニコチンの依存になります。ほんの少し試
すつもりだけだったのに、1-2カ月で、授業中にもたばこが吸いたくてたまらなく
なってしまいます。
ある高校生は、授業中にたばこが吸いたくてイライラしてしまい、“隣の友だち

を理由もなく殴ってしまいそうになって、怖くなった”と禁煙外来に相談に来まし
た。ちゃんと治療を受けて、すっかり依存が治って、無事に高校を卒業できたそ
うです。

別の高校生は、休み時間に隠れてトイレで吸っていたことが問題になりました
が、それでもたばこがやめられずに最後は学校をやめざるを得なくなったそうで
す。
たばこのせいで、将来の夢や、友だちと過ごす楽しい時間を失ってしまうのは、
もったいないと思いませんか？もしすでに、たばこを吸ってしまって止められな
くなっているなら、病院に相談しましょう。だけど、たばこには手を出さないの
が一番です。」
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